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■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
の
概
要

（
林
産
物
）

２
０
１
０
年
3
月
に
始
ま
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

（Trans-Pacific Partnership : 

環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
）
が
、
5
年
半
の
交
渉
を
経
て
、

よ
う
や
く
大
筋
合
意
に
至
っ
た
。
世
界
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
約
4
割
を
占
め
る
巨
大

な
経
済
圏
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
我
が
国

の
貿
易
、
国
民
生
活
及
び
国
内
の
産
業
等
に
多

大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

１
．
林
産
物
の
合
意
内
容
に
つ
い
て
は
、

①
合
板
・
製
材　

輸
入
額
が
多
い
国（
カ
ナ
ダ
、

マ
レ
ー
シ
ア
）
や
、
輸
入
額
の
伸
び
が
著
し

い
国
に
対
し
て
、
16
年
目
ま
で
の
長
期
の
関

税
撤
廃
期
間
と
、
輸
入
量
が
急
増
し
た
場
合

に
関
税
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
発
効
前
の
水
準
に

戻
す
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
確
保
。（
マ
レ
ー
シ

ア
の
合
板
と
カ
ナ
ダ
の
製
材
の
場
合
、
現
行

税
率
4
・
8
％
～
10
・
0
％
。
初
年
度
に
関

税
を
50
％
削
減
、そ
の
後
は
税
率
を
維
持
し
、

16
年
目
に
撤
廃
。
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
は
16
年
目

以
降
も
維
持
。）

②
合
板
・
製
材
の
代
替
・
競
合
品
（
Ｏ
Ｓ
Ｂ
）　

①
と
同
様
、
輸
入
額
の
多
い
国
（
カ
ナ
ダ
）

に
対
し
、
16
年
目
ま
で
の
長
期
の
関
税
撤
廃

期
間
と
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
確
保
。

③
環
境
分
野　

違
法
伐
採　

違
法
伐
採
木
材
に

い
て
実
施
済
み
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
既
報
の

と
お
り
で
あ
る
。
10
月
に
は
、
7
日
（
水
）
～

8
日
（
木
）
丸
宇
木
材
市
売
（
株
）
北
浜
市
場

（
堤
健
吉
社
長
、
埼
玉
県
）、
同
20
日
（
火
）
～

21
日
（
水
）
ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売
協
同
組
合
（
中

川
邦
雄
理
事
長
、
三
重
県
）
で
開
催
さ
れ
た
。　

【
丸
宇
木
材
市
売
】

7
日
の
審
査
会
に
は
、
11
社
か
ら
62
㎥
の
製

品
が
出
品
さ
れ
、
服
部
順
昭
審
査
委
員
長
（
日

本
木
材
加
工
技
術
協
会
会
長
）
ほ
か
審
査
員
が

厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
90
点
以
上
が
7
社
、

う
ち
１
０
０
点
2
社
と
極
め
て
優
秀
な
成
績
で

あ
っ
た
。

翌
日
8
日
の
展
示
即
売
会
に
は
、
主
催
者
を

代
表
し
て
、
全
木
連
の
島
田
泰
助
副
会
長
が
出

席
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
意
義
や
普
及
へ
の
協
力

要
請
を
行
っ
た
。
ま
た
、
開
催
市
場
の
堤
社
長

が
挨
拶
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
と
お
買
い
上

げ
を
要
請
し
た
。

【
ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売（
協
）】

20
日
の
審
査
会
に
は
、
6
社
39
㎥
の
製
材
品

（
ヒ
ノ
キ
柱
、
同
通
し
柱
等
）
が
出
品
さ
れ
、

服
部
順
昭
審
査
委
員
長
（
日
本
木
材
加
工
技
術

協
会
会
長
）
ほ
か
審
査
員
が
厳
正
に
審
査
し
た

結
果
、
１
０
０
点
が
1
社
、
90
点
以
上
が
3
社

と
優
れ
た
成
績
で
あ
っ
た
。

翌
日
の
展
示
即
売
会
に
は
、
全
買
連
の
安
藤

良
一
理
事
が
出
席
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
意
義
に

つ
い
て
話
し
、
普
及
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

等
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
開
催
市
場
の
中
川
邦

雄
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普

及
と
お
買
い
上
げ
を
要
請
し
た
。

■
広
域
原
木
流
通
協
議
会
開
催

（
中
部
、
近
畿
・
中
国
及
び
九
州
地
区
）

１
．
9
月
15
日
に
名
古
屋
市
に
お
い
て
、
中
部

地
区
広
域
原
木
流
通
協
議
会（
鈴
木
和
雄
会
長
）

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
か
ら
国
産
材
の
安
定

供
給
体
制
構
築
に
向
け
た
需
給
情
報
連
絡
協
議

関
し
、
各
国
に
お
け
る
行
政
措
置
の
強
化
や

各
国
間
の
協
力
に
関
す
る
規
律
を
規
定
。

２
．
現
在
の
我
が
国
の
主
な
林
産
物
関
税
は
以

下
の
と
お
り

①
製
材
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）
4
・
8
％
、
②
製
材
（
カ

ラ
マ
ツ
等
）6
・
0
％
、③
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー

ド
（
含
む
Ｏ
Ｓ
Ｂ
）
5
・
0
～
7
・
9
％
、
④

合
板
（
熱
帯
木
材
14
種
）
8
・
5
～
10
・
0
％
、

⑤
合
板
（
熱
帯
木
材
14
種
以
外
）
6
・
0
％
⑥

集
成
材
6
・
0
％
、
⑦
構
造
用
集
成
材
3
・

9
％

３
．
国
会
決
議

平
成
25
年
4
月
の
衆
・
参
議
院
に
お
い
て
、

「
国
内
の
温
暖
化
対
策
や
木
材
自
給
率
向
上
の

た
め
の
森
林
整
備
に
不
可
欠
な
合
板
、
製
材
の

関
税
に
最
大
限
配
慮
す
る
こ
と
。」
と
い
う
内

容
の
国
会
決
議
が
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
発
効
に
よ
り
、
林
業
、
木
材
産

業
界
に
も
今
後
、
様
々
な
面
に
お
い
て
多
大
な

影
響
が
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
が
、
木
材
需

給
・
市
況
の
混
乱
及
び
林
業
・
木
材
産
業
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
緩
和

施
策
の
実
施
等
を
是
非
と
も
期
待
し
た
い
。

■
第
43
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示
会

（
丸
宇
木
材
市
売
（
株
）
北
浜
市
場
、

ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売
（
協
））

第
43
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
は
、
す
で
に
3
会
場
に
お

（丸宇木材市売審査の様子）

（ウッドピア市売（協）審査の様子）
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会
と
合
同
開
催
と
な
り
、
素
材
生
産
、
流
通
、

加
工
な
ど
原
木
流
通
に
係
る
関
係
者
及
び
バ
イ

オ
マ
ス
、
製
紙
関
係
者
並
び
に
苗
木
生
産
者
が

横
断
的
に
参
加
し
、
林
野
庁
か
ら
小
島
孝
文
木

材
産
業
課
長
等
が
出
席
し
た
。
参
加
者
か
ら
現

状
及
び
課
題
が
報
告
さ
れ
、
木
材
需
給
に
関
す

る
情
報
共
有
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
27

年
度
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
。
併
せ
て
、

苗
木
需
給
の
動
向
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

主
な
情
報
・
意
見
は
、
森
林
整
備
予
算
減
少
に

伴
う
素
材
生
産
量
の
伸
び
悩
み
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
価
格
差
の
縮
小
・
出
材
意
欲
の
減
退
、
大
型

工
場
稼
働
に
よ
る
影
響
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
用
材
の
需
給
・
既
存
分
野
へ
の
影
響
等
。

２
．
9
月
16
日
に
は
、
大
阪
市
に
お
い
て
、
近

畿
・
中
国
地
区
広
域
原
木
流
通
協
議
会
（
西
垣

泰
幸
会
長
）
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
か
ら
、

需
給
情
報
連
絡
協
議
会
と
合
同
開
催
と
な
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
昨
年
度
は
中
国
地
区
と
近
畿

地
区
別
々
の
開
催
で
あ
っ
た
も
の
が
、
地
区
の

統
合
に
よ
り
素
材
生
産
、
流
通
、
加
工
な
ど
原

木
流
通
に
係
る
関
係
者
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
、
製

紙
関
係
者
並
び
に
苗
木
生
産
者
等
70
名
の
参
加

と
な
っ
た
（
事
務
局
の
ご
苦
労
に
感
謝
）。
林

野
庁
か
ら
小
島
孝
文
木
材
産
業
課
長
等
が
出
席

し
た
。
参
加
者
か
ら
現
状
及
び
課
題
が
報
告
さ

れ
、
木
材
需
給
に
関
す
る
情
報
共
有
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
等
が
承

認
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
苗
木
需
給
の
動
向
に
つ

い
て
も
報
告
さ
れ
た
。
主
な
情
報
・
意
見
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
材
の
需
給
、
Ａ
材
需
要
拡

大
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
需
要
等
へ
の
対
応
、
出
材
量
の
減

少
、
素
材
生
産
増
へ
の
課
題
（
労
働
力
、
境
界
、

材
価
等
）、
素
材
生
産
・
加
工
・
流
通
一
貫
の

経
営
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
販
売

及
び
再
造
林
促
進
策
等
。

３
．
10
月
7
日
に
は
、
熊
本
市
に
お
い
て
、
九

州
地
区
広
域
原
木
流
通
協
議
会
（
佐
藤
耕
三
会

長
）
が
開
催
さ
れ
た
。
流
通
、
加
工
な
ど
原
木

流
通
に
係
る
関
係
者
及
び
バ
イ
オ
マ
ス
、
製
紙

関
係
者
並
び
に
苗
木
生
産
者
等
が
加
わ
り
80
名

以
上
の
参
加
と
な
っ
た
。
林
野
庁
か
ら
小
島
孝

文
木
材
産
業
課
長
等
、
森
林
管
理
局
か
ら
は
渕

上
和
之
局
長
等
が
出
席
し
た
。
参
加
者
か
ら
現

状
及
び
課
題
が
報
告
さ
れ
、
木
材
需
給
に
関
す

る
情
報
共
有
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
27

年
度
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
。
併
せ
て
、

苗
木
需
給
の
動
向
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

主
な
情
報
・
意
見
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
材

の
需
給
、
既
存
利
用
分
野
へ
の
影
響
（
製
紙
用

チ
ッ
プ
、
小
径
木
、
敷
料
等
）、
木
材
輸
出
、

Ａ
材
需
要
拡
大
、
素
材
生
産
増
へ
の
課
題
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
及
び
再
造
林
等
。

■
第
35
回
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ

あ
い
展

東
京
都
と
（
一
社
）
東
京
都
木
材
団
体
連
合

会
（
吉
条
良
明
会
長
）
は
10
月
3
日
（
土
）
～

4
日
（
日
）、
都
内
・
江
東
区
の
木
場
公
園
イ

ベ
ン
ト
広
場
で「
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」

を
開
催
し
た
。
両
日
と
も
好
天
の
中
、
会
場
に

は
2
日
間
で
5
万
人
を
超
え
る（
主
催
者
発
表
）

都
民
が
訪
れ
、
出
展
団
体
に
よ
る
展
示
即
売
や

木
工
教
室
を
楽
し
む
参
加
者
で
、
お
お
い
に
に

ぎ
わ
っ
た
。

3
日
の
式
典
は
、内
田
鉄
夫
実
行
委
員
長（
新

東
京
木
材
商
業
協
同
組
合
理
事
長
）
に
よ
る
開

会
宣
言
の
あ
と
、
主
催
者
の
東
京
都
産
業
労
働

局
の
山
本
隆
局
長
が
、「
東
京
都
は
そ
の
4
割

が
森
林
を
占
め
る
が
、
多
面
的
機
能
を
持
つ
貴

重
な
財
産
で
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
使

命
で
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
と

い
う
サ
イ
ク
ル
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
る
。」

２
０
１
８
年
育
樹
祭
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
ふ
れ
て
挨
拶

し
た
。
続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
吉
条
会
長
は
、

「
今
年
の
夏
は
、
異
常
気
象
が
続
い
た
が
、
そ

の
要
因
の
地
球
温
暖
化
が
あ
り
、
そ
の
一
因
の

炭
素
を
吸
収
・
固
定
す
る
樹
木
の
役
割
は
、
高

ま
っ
て
い
る
。
木
と
暮
ら
し
の
ふ
れ
あ
い
展
で

木
の
良
さ
を
体
感
し
て
頂
き
た
い
」と
語
っ
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
会
場
】

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
約
20
の
参
加
団
体
に

よ
る
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
森
林
の
役
割
や
木
材

利
用
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

ク
イ
ズ
や
寸
劇
、木
工
品
の
即
売
な
ど
の
ほ
か
、

マ
イ
箸
づ
く
り
や
縁
台
づ
く
り
を
体
験
す
る
木

工
教
室
及
び
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
オ
リ
ー
ブ
の
苗

木
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、
順
番
待
ち
す
る
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま
た
、
木
製
花
器
、
木

の
椅
子
、
ス
ノ
コ
、
杉
盆
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
組
み
木
ペ
ン
ス
タ
ン
ド
ラ

リ
ー
、
住
ま
い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

行
わ
れ
た
。
更
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
木
場
の

木
遣
り
や
詩
吟
が
披
露
さ
れ
て
、
多
く
の
人
で

終
日
に
ぎ
わ
っ
た
。

（中部地区協議会の様子）

（近畿・中国地区協議会の様子）

（九州地区協議会の様子）
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■
第
60
回
全
国
優
良
木
材
展
示

会
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））

沼
崎
製
材
所
（
株
）
に
都
知
事
賞

さ
れ
た
も
の
。
直
接
の
評
価
対
象
は
、
平
成
26

年
度
の
第
42
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
で
の
東
京
中
央
木
材

市
場
（
株
）
に
お
け
る
構
造
材
の
出
品
。
表
彰

は
、
勤
労
感
謝
の
日
の
11
月
23
日
（
月
）
に
明

治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
る
農
林
水
産
祭
式
典

に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

■
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
受
付

終
了省

エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
は
、
ポ
イ
ン

ト
発
行
・
予
約
申
請
の
受
付
は
、
平
成
27
年
10

月
21
日
17
時
ま
で
に
受
付
け
た
申
請
を
も
っ
て

終
了
し
た
旨
発
表
し
た
。
な
お
、
最
終
日
に
受

付
け
た
申
請
は
、
一
定
割
合
減
算
し
て
ポ
イ
ン

ト
を
発
行
す
る
場
合
も
あ
る
、
集
計
等
を
行
う

た
め
ポ
イ
ン
ト
発
行
に
は
時
間
を
要
す
る
と
の

こ
と
。
予
約
済
の
住
宅
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
発

行
申
請
は
、
予
約
通
知
に
記
載
の
期
日
ま
で
受

付
け
る
と
の
こ
と
。

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会（
吉
条
良
明
会
長
）

と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）
は

10
月
1
日
（
木
）
に
東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市

川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木
材
展
示

会
を
開
催
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
吉
条
都
木
連
会
長
は
、
関

係
者
へ
の
謝
辞
、
昨
年
の
木
材
産
業
振
興
大
会

及
び
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言
に
も
言
及
し
、

人
に
優
し
い
木
材
の
需
要
拡
大
に
専
心
す
る
こ

と
の
重
要
性
、
一
般
の
都
民
に
木
材
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
都
木
連
と
し
て
「
ふ
れ

あ
い
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
、
本
展
示
会
に
集

ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
材
を
、
再
生
産
の
意
欲
が

湧
く
よ
う
な
価
格
で
お
買
上
げ
を
願
い
た
い
と

挨
拶
し
た
。

前
日
9
月
30
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
審
査
会

は
、
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
の
岡
田
事
務
局

長
の
指
導
に
よ
り
12
社
１
０
５
㎥
の
製
材
品
に

つ
い
て
、「
寸
法
、
技
術
、
表
示
・
結
束
、
乾
燥
、

出
荷
実
績
」
等
の
項
目
ご
と
に
厳
正
に
審
査
を

行
い
、
各
賞
を
決
定
し
た
。
審
査
結
果
は
以
下

の
と
お
り
。

①
都
知
事
賞
：
沼
崎
製
材
所
（
株
）

②
産
業
労
働
局
長
賞
：（
株
）
沓
澤
製
材
所
、

協
和
木
材
（
株
）、（
株
）
松
栄
商
事
、
久
万

広
域
森
林
組
合
、
東
部
産
業

③
都
木
連
会
長
賞
：
厚
沢
部
林
産
工
業
（
株
）、

東
北
木
材
（
株
）、
㈲
菊
地
製
材
所
、（
有
）

関
野
材
木
店
、（
株
）
佐
川
林
業
。

10
月
1
日
の
式
典
で
は
、
都
木
連
岡
田
事
務

局
長
か
ら
「
都
知
事
賞
を
受
け
ら
れ
た
沼
崎
製

材
所
の
「
ス
ギ
の
廻
縁
」
に
つ
き
ま
し
て
は
製

材
技
術
も
素
晴
ら
し
く
、
色
合
い
も
見
事
で
、

東
日
本
大
震
災
で
受
け
ら
れ
た
大
き
な
痛
手
か

ら
見
事
に
立
ち
直
ら
れ
た
成
果
が
表
れ
た
も
の

と
全
員
一
致
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。」
等
と

の
講
評
の
後
、
東
京
都
知
事
賞
な
ど
の
賞
を
受

賞
者
に
贈
呈
し
、
来
賓
の
東
京
都
労
働
産
業
局

森
林
課
石
城
護
課
長
、
瀬
戸
口
全
木
連
審
議
役

の
挨
拶
を
頂
い
た
。
市
川
東
京
木
材
市
場（
株
）

社
長
か
ら
「
台
風
、
地
震
、
噴
火
等
に
加
え
気

象
、
地
質
、
地
形
な
ど
自
然
災
害
が
多
い
日
本
。

再
生
可
能
な
国
産
材
を
使
う
こ
と
を
通
じ
、
災

害
に
強
い
国
土
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
に
も

品
質
・
規
格
の
担
保
さ
れ
た
優
良
国
産
材
の
お

買
い
上
げ
を
願
い
た
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、
活

発
な
セ
リ
が
行
わ
れ
た
。

■
平
成
27
年
度
農
林
水
産
祭

天
皇
杯
に
中
国
木
材
（
株
）
鹿
島
工
場

平
成
27
年
度
（
第
54
回
）
農
林
水
産
祭
の
天

皇
杯
受
賞
者
等
が
決
定
さ
れ
、
林
産
部
門
で
中

国
木
材
（
株
）
鹿
島
工
場
（
代
表 

堀
川
保
幸
）

の
天
皇
杯
受
賞
が
決
ま
っ
た
。
受
賞
理
由
は
、

「
厳
格
な
品
質
管
理
に
よ
る
高
品
質
な
構
造
用

部
材
の
生
産
と
国
産
材
の
利
用
拡
大
」
が
評
価

（開会式）（マイ箸づくりの様子）

（全優展式典の様子）

（エコポイント実施率）
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ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
材
が
13
万
3
千
㎥
（
△

2
・
6
％
）
減
少
し
た
も
の
の
、
製
材
用
材

が
15
万
3
千
㎥
（
1
・
3
％
）、
合
板
用
材

が
9
万
1
千
㎥
（
2
・
8
％
）、
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し
い
た
け
原
木
の

国
内
生
産
量
は
33
万
㎥
に
、
燃
料
材
は
１
８

４
万
3
千
㎥
。

4
．
輸
入
量
は
5
、２
１
５
万
2
千
㎥
。
本
年

か
ら
追
加
計
上
し
た
燃
料
用
チ
ッ
プ
の
数
量

を
除
い
た
値
で
は
5
、
２
０
５
万
6
千
㎥
、

前
年
と
比
較
す
る
と
１
６
６
万
8
千
㎥
（
△

3
・
1
％
）減
少
。
前
年
に
比
べ
、パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用
材
が
１
２
１
万
㎥
（
4
・
8
％
）

増
加
し
た
も
の
の
、
製
材
用
材
が
２
６
０
万

6
千
㎥
（
△
15
・
8
％
）、
合
板
用
材
が
17

万
9
千
㎥
（
△
2
・
2
％
）、
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
。
な
お
、
燃
料
材
の
輸

入
量
は
１
０
９
万
8
千
㎥
と
な
っ
て
い
る
。

5
．
木
材
自
給
率
は
31
・
2
％
と
30
％
台
に
回

復
し
、
昭
和
63
年
以
降
初
め
て
で
、
26
年
ぶ

り
。
本
年
か
ら
追
加
し
た
燃
料
用
チ
ッ
プ
の

数
量
を
除
く
と
、
総
需
要
量
は
７
、４
１
１

万
8
千
㎥
、
木
材
自
給
率
は
29
・
8
％
。
木

材
（
用
材
）
自
給
率
は
29
・
6
％
と
、
昨
年

か
ら
1
・
0
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
。

■
平
成
28
年
度 

税
制
改
正
要
望

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
の
要
望
事

項
が
各
省
庁
か
ら
、
財
務
省
に
提
出
さ
れ
た
。

農
林
水
産
省
の
内
、
林
野
庁
分
は
、
以
下
の

と
お
り
。

１　

森
林
吸
収
源
対
策
の
財
源
確
保
に
係
る
税

制
上
の
措
置
（
複
数
税
目
）

２　

協
同
組
合
等
の
法
人
税
率
の
引
下
げ
（
法

人
税
）

３　

農
業
協
同
組
合
等
の
合
併
に
係
る
課
税
の

特
例
措
置
（
適
格
合
併
の
要
件
緩
和
）
の
3

年
延
長
（
法
人
税
）

４　

森
林
組
合
等
が
森
林
経
営
事
業
を
行
う
た

め
に
森
林
を
取
得
す
る
場
合
の
税
率
の
軽
減

措
置
等
の
創
設
（
登
録
免
許
税
、
不
動
産
取

得
税
）

５　

受
取
配
当
等
の
益
金
不
算
入
割
合
の
引
上

げ
［
農
業
協
同
組
合
等
（
法
人
税
）

【
金
融
庁
等
2
省
庁
共
管
】

６　

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
負
荷
低
減
推
進
設
備
等

を
取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
（
30
％
）
又

は
税
額
の
特
別
控
除
（
7
％
（
グ
リ
ー
ン
投

資
減
税
）
の
2
年
）
延
長
及
び
拡
充
（
対
象

設
備
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
等
を
追

加
（
所
得
税
・
法
人
税
）

ま
た
、
経
済
産
業
省
か
ら
、「
法
人
実
効
税

率
の
引
下
げ
」
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

■
林
野
庁
人
事
異
動（
9
月
30
日
・

10
月
1
日
付　

敬
称
略
）

農
林
水
産
省
・
林
野
庁
は
、
9
月
30
日
及
び

10
月
1
日
付
け
の
人
事
を
発
令
し
た
。
主
な
異

動
は
以
下
の
と
お
り
。

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長　

馬
場
一
洋
（
農

畜
産
業
振
興
機
構
理
事
）、
林
野
庁
林
政
課
林

業
・
木
材
産
業
情
報
分
析
官　

津
元
頼
光
（
農

林
漁
業
信
用
基
金
副
理
事
長
）、
農
林
漁
業
信

用
基
金
理
事　

飛
山
龍
一
（
東
北
森
林
管
理
局

長
）、
東
北
森
林
管
理
局
長　

瀬
戸
宣
久
（
森

林
技
術
総
合
研
修
所
長
）、
森
林
技
術
総
合
研

修
所
長　

小
山
富
美
男
（
林
野
庁
業
務
課
長
）、

林
野
庁
業
務
課
長　

小
坂
善
太
郎
（
同
木
材
産

業
課
木
材
製
品
技
術
室
長
）、
同
木
材
産
業
課

木
材
製
品
技
術
室
長　

香
月
英
伸
（
同
林
政
課

広
報
官
）、同
林
政
課
広
報
官　

間
島
重
道
（
中

部
局
東
濃
森
林
管
理
署
長
）

「
青
い
シ
マ
ウ
マ
」
と
い
う
ジ
ョ
ー

ク
が
あ
る
。「
あ
る
億
万
長
者
が
、

青
い
シ
マ
ウ
マ
を
連
れ
て
来
れ
ば
莫

大
な
賞
金
を
進
呈
す
る
と
言
う
。
そ

れ
を
聞
き
ア
メ
リ
カ
人
は
世
界
各
地

に
探
検
隊
を
派
遣
し
、
英
国
人
は
そ

の
存
在
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
、
ド

イ
ツ
人
は
デ
ー
タ
を
調
べ
る
た
め
図
書
館
に
行

き
、
日
本
人
は
品
種
改
良
に
着
手
し
、
中
国
人

は
青
い
ペ
ン
キ
を
買
い
に
行
く
」
と
い
う
各
国

の
国
民
性
を
揶
揄
し
た
も
の
。
中
国
人
の
と
こ

ろ
が
フ
ラ
ン
ス
人
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
ド
イ
ツ
の
製
品
と
言
え
ば
木
材
業
界
で
は

精
工
・
堅
牢
な
木
材
加
工
機
械
、
Ｏ
Ｓ
Ｂ
製
品

な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
。
日
用
品
で
は
刃
物
、
文

具
、
時
計
等
高
品
質
な
堅
実
性
で
有
名
な
も
の

が
多
い
。
長
年
の
伝
統
と
モ
ノ
づ
く
り
に
対
す

る
誠
実
な
努
力
の
積
み
重
ね
の
結
果
の
評
価
だ

ろ
う
。
そ
し
て
車
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ベ
ン
ツ
、
Ｖ
Ｗ

と
言
え
ば
多
く
の
名
車
を
送
り
出
し
て
い
る
。

し
か
し
Ｖ
Ｗ
の
誤
魔
化
し
問
題
、
Ｖ
Ｗ
（「
国

民
車
」）
と
い
う
名
前
が
泣
く
事
態
。
ド
イ
ツ

は
青
い
ペ
ン
キ
を
買
い
に
行
っ
て
は
い
け
な
い

の
だ
。
単
に
Ｖ
Ｗ
の
評
価
を
下
げ
た
ば
か
り
で

な
く
ド
イ
ツ
車
の
み
な
ら
ず
ド
イ
ツ
の
工
業
製

品
全
体
の
信
頼
性
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
の
で

は
な
い
か
。
一
度
失
っ
た
評
判
を
も
と
に
戻
す

の
は
多
大
な
努
力
を
要
す
る
が
ド
イ
ツ
に
は
そ

の
努
力
を
期
待
し
た
い
。
こ
こ
ま
で
書
き
進
ん

だ
と
こ
ろ
で
、マ
ン
シ
ョ
ン
傾
斜
事
件
の
報
道
、

他
人
事
で
は
な
く
な
っ
た
の
が
大
変
残
念
、
日

本
も
青
い
ペ
ン
キ
を
買
い
に
行
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
何
処
に
お
い
て
も
失
っ
て
は
い
け
な
い

評
価
・
信
用
が
あ
る
。
認
証
材
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
、
合

法
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
に
つ
い
て
も

心
し
た
い
も
の
。

雑 記 帳

■
「
平
成
26
年
木
材
需
給
表
」

公
表　
～
26
年
ぶ
り
に
木
材
自
給
率

が
30
％
台
に
回
復
～

林
野
庁
は
、
平
成
26
年
の
「
木
材
需
給
表
」

を
取
り
ま
と
め
公
表
し
た
。

1
．
平
成
26
年
の
木
材
需
給
表
か
ら
は
、近
年
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
等
で
の
利
用
が

増
加
し
て
い
る
木
材
チ
ッ
プ
を
加
え
、
こ
れ

ま
で
年
に
2
回
（
6
月
、
12
月
）
に
分
け
て

公
表
し
て
い
た
も
の
を
年
に
1
回
（
9
月
）

と
し
た
。

2
．
総
需
要
量
は
７
、５
８
１
万
4
千
㎥
（
丸

太
換
算
。
以
下
同
じ
。）、
本
年
か
ら
追
加
計

上
し
た
燃
料
用
チ
ッ
プ
の
数
量
を
除
い
た
値

で
は
７
、４
１
１
万
8
千
㎥
、
前
年
と
比
較

す
る
と
１
３
４
万
7
千
㎥
（
対
前
年
増
減
率

（
以
下
同
じ
。）
△
1
・
8
％
）
の
減
少
。
前

年
に
比
べ
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
材
が
１
０

７
万
7
千
㎥
（
3
・
5
％
）
増
加
し
た
も
の

の
、
製
材
用
材
（
2
、６
１
３
万
9
千
㎥
）

が
２
４
５
万
3
千
㎥
（
△
8
・
6
％
）、
合

板
用
材
（
1
、１
１
４
万
4
千
㎥
）
が
8
万

8
千
㎥
（
△
0
・
8
％
）、
そ
れ
ぞ
れ
前
年

よ
り
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し
い
た
け
原

木
の
総
需
要
量
は
33
万
㎥
に
、
燃
料
材
の
総

需
要
量
は
２
９
４
万
㎥
。

輸
出
は
、
用
材
（
２
０
１
万
㎥
）
が
10
万

9
千
㎥
（
5
・
7
％
）
の
増
、
そ
の
内
、
丸

太
（
52
万
1
千
㎥
）
は
、
24
万
8
千
㎥

（
90
・
8
％
）
の
増
。

3
．
国
内
生
産
量
は
2
、３
６
６
万
2
千
㎥
、

本
年
か
ら
追
加
計
上
し
た
燃
料
用
チ
ッ
プ
の

数
量
を
除
い
た
値
で
は
2
、２
０
６
万
2
千

㎥
と
な
り
、
前
年
と
比
較
す
る
と
32
万
1
千

㎥
（
1
・
5
％
）
増
加
。
前
年
に
比
べ
、
パ


